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約数・逆数・単位分数 

 

ある整数の約数を小さい順に並べて，連続するいくつかの約数の逆数の和を求めます。たとえば，１２の

約数を小さい順に並べると，１，２，３，４，６，１２となります。このとき， 

１，２，３の逆数の和は，１＋
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＝１

５

６
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２，３，４，６の逆数の和は，
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，となります。 

２けたの整数Ａについて連続するいくつかの約数の逆数の和を求めたところ，
２

９
になりました。このような

整数Ａとして考えられるものはいくつもありますが，そのうちの２つを答えなさい。 
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約数・逆数・単位分数 ５４，７２，９０，など 

 

 分子が１の分数を単位分数といいます。１も
１

１
という単位分数と考えると，整数の逆数はすべて単位分数

なので，和が
２

９
になるような単位分数をさがします。ただし，それらの単位分数は整数Ａの連続するいくつ

かの約数の逆数になっていなければなりません。
２

９
を分母を変えずに分数の和で表すと，
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って明らかに条件を満たしません。よって，
２

９
の分子と分母を整数倍していきます。 
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では，もとの約数は６と１８です。６や１８が整数Ａの約数であるならば，９

もＡの約数なので，連続した約数になっていません。 

○
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はそもそも単位分数の和に分解できません。 
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は，６と２がどちらも２で割り切れるため，約分をすると
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では，もとの約数は９，１２，３６です。これらが整数Ａの約数であ

るならば，１８もＡの約数なので，連続した約数になっていません。 
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では，もとの約数は５と４５です。５や４５が整数Ａの約数であるならば，９

や１５もＡの約数なので，連続した約数になっていません。 
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では，もとの約数は９，１８，２７，５４です。これらは，

例えば５４の連続した約数です。よって，５４は整数Ａの条件を満たします。なお，２けたを超えてしまい

ますが，５４×３＝１６８などの連続した約数にもなっています。 
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は，上と同様に条件を満たしません。 
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○
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は色々な単位分数の和に分解できますが， 
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では，もとの約数は１２，１８，２４，３６，

７２です。これらは，例えば７２の連続した約数です。よって，７２は整数Ａの条件を満たします。 

 

同様の方法で，
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から，もとの約数の１０，１５，１８が９０などの

連続した約数になっていることも導くことができます。 
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